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はじめに

　本書は、AutoCADをこれから始める方を対象に、画面構成の説明をはじめ、2D図面を作成

するために必要なコマンドや考え方を解説した書籍です。コマンドの基礎を学ぶ「基礎練習」、

実務に即した「部品図面・平面図の作成」という構成になっているため、一歩ずつAutoCADを

学んでいただけます。

　使用しているバージョンは AutoCAD 2021 ですが、過去のバージョンからある基本機能を

中心に解説していますので、バージョンに関わらず学んでいただけます。加えて、AutoCAD 

2018から追加された「図面比較」といった新機能も解説しています。新機能も是非、活用して

みてください。

　本書では、練習用のテンプレートファイルを用意しています。このテンプレートには作図環

境を設定してあるため、初めての方でも安心して学習に取り組むことができます。さらに、練

習で使用するテンプレートファイルの作り方も解説しているため、業務に合わせてテンプレー

トファイルを修正する方法も学ぶことができます。

　私たちは、CAD/CAMメーカーで実務経験を積んだ「CADプロフェッショナル」として、「CAD

は難しくない」ということを広めていきたいと考えています。文書を作成するときはWordを使

い、表やグラフを作成するときはExcelを使う、というようにOfficeソフトと同じくらいCAD

が当たり前の存在になり、業務の手助けになることを目指しています。

　本書は、定期開催している「ビズロード AutoCAD 基礎セミナー」から生まれました。「より

わかりやすく、より丁寧に 」をモットーに進化を続けてきた当セミナーは、アンケートの9割

以上で「大変満足」という評価を頂いております。

　全国で定期的に開催していますので、是非ご参加ください。

「AutoCAD基礎セミナー」で検索！

https://bizroad-svc.com/autocad/
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AutoCADとは
　AutoCADは、オートデスク株式会社が1982年から開発している汎用の2D/3D CADで、CAD

という分野を作り上げたソフトです。

　データフォーマットのDWGと中間フォーマットDXFは、多くのCADソフトでデータ交換用

に利用されています。そのため、建築・土木・機械分野の汎用2D CADとして、AutoCADはトッ

プシェアを占めており、データを共有しやすいという特徴があります。

■ AutoCAD の推奨動作環境

OS Microsoftが現在サポートしているWindowsの64bitバージョン
・Microsoft Windows 8.1（64bit）
・Microsoft Windows 10（64bit）

CPU 2.5GHz以上のプロセッサ（3GHz以上を推奨）

メモリ 8GB（16GBを推奨）

画面解析度 ・従来型ディスプレイ
　　True Color対応1920×1080
・高解像度および4Kディスプレイ
　　最大3840×2160の解像度

グラフィックスカード 帯域幅29GB/秒の1GB GPU（DirectX 11互換）、
帯域幅106GB/秒の4GB GPU（DirectX 11互換）を推奨

ディスク空き容量 7GB（インストール用）

■ AutoCAD LT との違い
　AutoCAD LTは「AutoCADの廉価版2D CAD」として販売されており、機能が削減されています。

上位版のAutoCADでのみ使用できる主な機能は以下の通りです。

　　・パラメトリック機能（本書の第3章で紹介）

　　・3Dモデリング機能・レンダリング機能

　　・業種専用ツールセット（機械設計用、建築設計用など7種類）

　　・カスタマイズ機能



v

公式掲示板「コミュニティフォーラム」
　「 コミュニティフォーラム 」は、オートデスク公式のAutoCAD掲示板です。ユーザーが自由

に質問などを書き込むことができ、オートデスクのスタッフだけでなく、ユーザー同士で問題

を解決する交流の場にもなっています。検索機能が用意されているため、機能の把握や問題解

決などに活用できます。

https://forums.autodesk.com/t5/autocad-ri-ben-yu/bd-p/515
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CAD CAM CAEの使い方や最新ニュースサイト「キャド研」
　「 キャド研 」では、本書で紹介しきれなかったAutoCADの最新情報や便利な使い方の動画な

どを公開しています。本書を学んだ後のスキルアップツールとして活用してください。

https://cad-kenkyujo.com/autocad/
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企業向けサービス「BIZ ROAD（ビズロード）」
　株式会社VOSTでは、企業向けサービス「BIZ ROAD」をご用意しております。人材育成サポー

ト、技術習得セミナー、トレーニング、社内研修など、法人向けに開発したカリキュラムにより、

ニーズにあわせて最適かつ円滑なシステム導入・運用をご支援いたします。ソフトウェアを使

用する技術者の早期育成に、是非ご活用ください。

「ビズロード」で検索！

http://bizroad-svc.com/
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本書の使い方
　本書で使用するデータは、Webサイトからダウンロードできます。以下のURLにアクセスし、

巻末の袋とじ内に記されているナンバーを入力してデータをダウンロードしてください。

　　「スリプリブック」で検索！

　　https://cad-kenkyujo.com/book/

　スリプリブックをご活用いただくために会員登録をお願いしております。会員登録後、課題

データをダウンロードできるようになります。また、会員登録していただくことで、本サイト

に掲載されている会員限定コンテンツのダウンロードが可能になります。今後の学習に役立て

てください。

※本サイトは予告なく変更する可能性があります。あらかじめご了承ください。

本書の構成

■ 第 1 章
　データを作成する前に、画面構成や操作方法を学習します。

■ 第 2 章
　シンプルな図形を作成しながら、基本となるコマンドの使い方を練習します。
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■ 第 3 章
　3つの部品から構成される豆ジャッキの部品図面を作成しながら、パラメトリック機能やレ

イアウト機能、ファイルの組み合わせを学習します。

　　　　　

■ 第 4 章
　平面図を作成しながら、ブロック機能やテキスト機能、類似図面の比較を学習します。

■ 第 5 章
　第4章で使用したテンプレートの作成方法を学習します。

■ 第 6 章
　第3章で使用したテンプレートの作成方法を学習します。
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画面構成と初期設定

第 1 章では、次の内容を学習します。

	 ●	 ファイルの開き方

	 ●	 画面の説明

	 ●	 画面の操作方法

	 ●	 初期設定

1
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事前に、使用するデータを以下のURLからダウンロードしておいてください。

https://cad-kenkyujo.com/book/　（「スリプリブック」で検索）

1.1　練習用ファイルを開く
　スタートアップの「ファイルを開く」をクリックします。「ファイルの種類」が「図面（*.dwg）

になっていることを確認し、ダウンロードしたファイルの中にある「 製造向けテンプレー

ト.dwg」を開きます。

	

1.2　配色の変更

1 	 左上の「 アプリケーションメニュー 」をクリックし、「オプション」をクリックします。

1

3

2
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1.2　配色の変更

2 	「表示」タブを選択し、「カラーテーマ」に「ライト（明るい）」を選択します。続いて、「色」

ボタンをクリックします。

3 	「色」を「White」に設定します。
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1.3　画面の説明
　画面各部の名称は以下の通りです。

アプリケーションメニュー
ファイル操作や印刷などのコマンドを
実行できます

クイックアクセスツールバー
よく使う機能をアイコンから実行できます

タブ
作業分類でコマンドのグループ
を切り替えます

パネル
コマンドが機能分類で分けられ
ています

ビューポートラベル
視点、表示スタイルを変更します

クロスヘアカーソル
マウスの位置を示します

ViewCube
画面の視点を切り替えます

ナビゲーションバー
表示オプションなどを
設定できます

モデルとレイアウト（ タブ ）
モデル空間とペーパー空間を切り替えます

コマンドウィンドウ
コマンドのオプションや実行した内容が表示されます

ステータスバー
現在の状態や様々な機能を切り替える
アイコンが表示されます
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1.5　オプションの設定

1.4　操作方法
　画面を操作するときは、真ん中にホイールのついた3ボタンマウスを使用すると便利です。

操作方法は以下の通りです。

　　・ズームイン・ズームアウト ....................................  マウスホイール

　　・画面移動（画面を左右に動かす） .........................  ホイールボタン

　　・オブジェクトの全体表示 ........................................  ホイールボタンをダブルクリック

　　・要素の選択 ....................................................................  左クリック

　　・コマンド・オプションの呼び出し ......................  右クリック

　　・コマンドのキャンセル .............................................  Esc

　　・コマンドを完了する .................................................  Enter

　　・直前のコマンドを繰り返す ....................................  Enter

　　・操作を戻す ....................................................................  Ctrl  ＋ Z

　　・操作をやり直す ...........................................................  Ctrl  ＋ Y

1.5　オプションの設定
　続いては、AutoCADを使用するうえで、お勧めの設定項目を紹介します。

■ 作図グリッドの非表示
　ステータスバーの［ 作図グリッドを表示 ］をクリックし、OFFに切り替えます。

■ 極トラッキングを有効
　ステータスバーの［カーソルの動きを指定した角度に強制］をクリックし、ONに切り替えます。

	
「極トラッキング」とは、カーソルが指定角度でスナップする作図補助機能です（初期値は0、
90、180、270度）。「極トラッキング」を使用することで、よく使う角度の線を簡単に作成で
きます。
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■ オブジェクトスナップ
　ステータスバーの［ ▼ ］−［ オブジェクトスナップ設定 ］を選択し、「作図補助設定」ダイアロ

グボックスを表示させます。

　［オブジェクトスナップ］タブにある「すべて選択」ボタンをクリックし、すべてのオブジェ

クトスナップを有効にします。

■ 異尺度自動追加
　ステータスバーの［ 注釈尺度を変更したときに異尺度対応オブジェクトに尺度を追加 ］をク

リックし、ONに切り替えます。

	
AutoCADでは、「モデル空間」に実寸大で図形を描き、「ペーパー空間（レイアウト）」に複数
の尺度でビューを配置して図面を仕上げていきます。異尺度自動追加は、寸法やテキストを
配置する際に尺度に合わせてサイズを自動調整する機能です。

「オブジェクトスナップ」とはオブジェ
クトの特徴のある点を認識する作図補助
機能です。「オブジェクトスナップ」を
使用することで、正確な点を簡単に選択
できます。




